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委 員 会 名 委 員 氏 名　（◎委員長　○副委員長）

議 会 運 営 委 員 会
（定数１４名）

　
足
立
区
議
会
は
、
５
月
３１
日
に
、

平
成
１８
年
第
１
回
臨
時
会（
会
期
１

日
）を
開
会
し
ま
し
た
。

　
新
井
ひ
で
お
議
長
、
中
島
勇
副
議

長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
選

挙
を
行
い
、議
長
に
し
の
は
ら
守
宏
議

員
が
、
副
議
長
に
は
芦
川
武
雄
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
就
任
し
ま
し
た
。

　
議
長
の
指
名
に
よ
り
常
任
委
員
会

委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任

に
伴
い
、
新
た
な
委
員
を
選
任
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
各
委
員
会
で
委
員

長
・
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し

た
。
　
　
（
下
段
に
名
簿
を
掲
載
）

　
議
員
選
出
監
査
委
員
の
く
じ
ら
い

光
治
議
員
、
鴨
下
稔
議
員
の
監
査
委

員
退
職
の
後
任
監
査
委
員
と
し
て
、

古
性
重
則
議
員
、
杉
崎
征
司
議
員
の

選
任
同
意
が
区
長
よ
り
求
め
ら
れ
、

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
議
会
推
薦
農
業
委
員
、
鈴
木
進
議

員
の
農
業
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
後

任
農
業
委
員
と
し
て
、
田
中
章
雄
議

員
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
で
、
公
共
財
産
等
活
用

調
査
特
別
委
員
会
、
交
通
網
・
都
市

基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員
会
、
危
機

管
理
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
中
間

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
報
告
の
要
旨
を
２
頁
に
掲
載
）

足
立
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
保
険
料
の
算
定
に
係
る
激

変
緩
和
措
置
を
講
ず
る
も
の

足
立
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
足
立
区
特
別

区
税
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、

専
決
処
分
し
た
も
の
。
　
　
他
２
件

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
青
井
一
丁
目
11
番
地
先
道
路
に
お

い
て
ご
み
の
収
集
作
業
中
、
前
方
よ

り
車
両
が
走
行
し
て
き
た
た
め
、
清

掃
車
を
移
動
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

左
後
方
よ
り
走
行
し
て
き
た
相
手
方

車
両
に
接
触
し
、
損
害
を
与
え
た
賠

償
の
額（
１８
万
３
千
９９
円
）の
決
定

　
平
成
１８
年
第
１
回
臨
時
会
の
議
長
、

副
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
私
達
は
、

全
議
員
の
賛
同
を
得
ま
し
て
、
議
長
、

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
同

時
に
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
足
立
区
は
今
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
8
月
に
「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
が
開
業
し
、
今
年
の
4
月

に
は
天
空
劇
場
を
備
え
た
東
京
芸
術

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
９
月
の
東
京
芸
術
大
学

千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
学
が
目
前
に

せ
ま
り
、
平
成
１９
年
度
に
は
、
新
交

通
「
日
暮
里
・
舎
人
線
」
の
開
業
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
区
政
を
取
り
巻
く
行

財
政
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
国
と
地
方
の
あ
り
方
を
抜
本
的

に
見
直
す
三
位
一
体
の
改
革
は
、
真

の
地
方
分
権
に
つ
な
が
る
改
革
と
な

る
よ
う
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
東
京
都
と
の
関
係
で
は
、

都
区
の
大
都
市
事
務
の
役
割
分
担
に

応
じ
た
財
源
配
分
の
早
期
実
現
を
目

指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
社

会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
区
政

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
の
役
割
を

十
分
に
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、

区
民
の
皆
様
の
信
託
に
応
え
、
区
政

の
一
層
の
伸
展
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
決
ま
る

議
員
選
出
監
査
委
員
選
任
に
同
意

報

　

告

農
業
委
員
会
委
員
を
推
薦

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

可

決

し

た

議

案

専
決
処
分
し
た
事
件
の

報

告

及

び

承

認

足立区議会委員会委員名簿 （平成18年5月31日現在）

◎浜　崎　健　一　　 ○きじま　てるい　　○野　中　栄　治
　鈴　木　　　進       　針　谷　みきお         芦　川　武　雄
　新　井　ひでお　　　 鴨　下　　　稔　　   三　好　すみお
　たがた　直　昭
◎明　石　幸　子　　 ○浅古　みつひさ　　○秋山　ひでとし
　中　島　　　勇　　　 前　野　和　男　　　ぬかが　和　子
　高　山　延　之          松　尾　かつや
◎市　川　伯　登　　 ○せぬま　　　剛　　○藤　崎　貞　雄
　藤　沼　壮　次          鈴　木　秀三郎         鈴　木　あきら
　金　沢　美矢子　　　 鈴木　けんいち
◎馬　場　信　男　　 ○白　石　正　輝　　○たきがみ　　明
　大　島　芳　江          橋　本　ミチ子　　　加　藤　和　明
　渕　上　　　隆　　　 米　山　やすし
◎ふちわき　啓子　　 ○渡辺　ひであき　　○伊　藤　和　彦
　田　中　章　雄　　　 杉　崎　征　司　　　しのはら　守宏
　古　性　重　則
◎吉　岡　　　茂　　 ○うすい　浩　一　　○さとう　純　子
　渡　辺　修　次          長　塩　英　治　　　鹿　浜　　　清　
　くじらい　光治　　　 小　泉　ひろし
◎鈴　木　　　進　　 ○新　井　ひでお　　○金　沢　美矢子
　長　塩　英　治　　　 野　中　栄　治　　　針　谷　みきお
　藤　沼　壮　次　　　 藤　崎　貞　雄　　　前　野　和　男
　ぬかが　和　子          加　藤　和　明         たきがみ　　明
　鈴 木  けんいち        　馬　場　信　男
◎前　野　和　男　　 ○鴨　下　　　稔　　○ぬかが　和　子
　渡　辺　修　次　　　 長　塩　英　治　　　藤　沼　壮　次
　鈴　木　秀三郎　　　 せぬま　　　剛　　　鈴　木　あきら
　金　沢　美矢子　　　 うすい　浩　一　　　吉　岡　　　茂
　渡辺　ひであき　　　 三　好　すみお　　　小　泉　ひろし
　たがた　直　昭
◎高　山　延　之　　 ○くじらい　光治　　○大　島　芳　江
　白　石　正　輝　　　 浜　崎　健　一　　　伊　藤　和　彦
　藤　崎　貞　雄　　　 橋　本　ミチ子　　　秋山　ひでとし
　加　藤　和　明　　　 ふちわき　啓子　　　たきがみ　　明
　明　石　幸　子　　　 馬　場　信　男　　　市　川　伯　登
　松　尾　かつや
◎鈴 木 けんいち　　  ○中　島　　　勇　　○米　山　やすし
　鈴　木　　　進　　　 鹿　浜　　　清　　　田　中　章　雄
　野　中　栄　治　　　 針　谷　みきお　　　芦　川　武　雄
　杉　崎　征　司　　　 さとう　純　子　　　新　井　ひでお
　浅古　みつひさ　　　 古　性　重　則　　　きじま　てるい
　渕　上　　　隆

常

任

委

員

会

特

別

委

員

会



　
今
臨
時
会
で
、
公
共
財
産
等
活
用

調
査
特
別
委
員
会
、
交
通
網
・
都
市

基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員
会
、
危
機

管
理
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
中
間

報
告
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
報
告
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
「
区
有
財
産
等

の
有
効
活
用
に
関
す
る
こ
と
」
「
旧

本
庁
舎
跡
利
用
建
設
計
画
に
関
す
る

こ
と
」
を
中
心
に
調
査
・
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

旧
本
庁
舎
跡
利
用
建
設
計
画
に
つ
い
て

（
仮
称
）
あ
だ
ち
新
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
関
し
、
建
設
計
画
、
建
設
費
、

環
境
問
題
、
他
施
設
と
の
連
携
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
区
民
公
募
に
よ
り

総
称
名
（
愛
称
）
が
「
あ
だ
ち
産
業

芸
術
プ
ラ
ザ
」
に
決
定
し
、
本
年
4

月
、
竣
工
に
至
り
ま
し
た
。

　
南
棟
「
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
に

は
、
ホ
ー
ル
「
天
空
劇
場
」
な
ど
文

化
芸
術
関
連
施
設
の
ほ
か
、
就
労
を

促
進
す
る
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

北
棟
「
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー
」
と

共
に
千
住
地
域
の
活
性
化
と
い
う
重

要
な
役
割
を
担
い
、
区
内
産
業
振
興

の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
の
竣

工
に
よ
り
、
「
旧
本
庁
舎
跡
利
用
建

設
計
画
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

は
、
５
月
３０
日
の
議
会
運
営
委
員
会

で
調
査
終
了
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

区
有
財
産
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
旧
千
寿
小
学
校
跡
地
に
は
本
年
9

月
、
東
京
芸
術
大
学
が
開
設
予
定
で

あ
り
、
多
く
の
委
員
か
ら
地
域
住
民

の
意
見
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
進
め
る

よ
う
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
旧
第
二
中
学
校
跡
利
用
に
つ
い
て

は
、
教
育
関
連
施
設
の
誘
致
が
図
ら

れ
、
学
校
法
人
の
運
営
の
中
に
住
民

の
意
向
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

区
に
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
土
地
開
発
公
社
用
地
（
新
田
一
丁

目
プ
チ
テ
ラ
ス
広
場
）
の
土
壌
汚
染

の
報
告
で
は
、
平
成
3
年
、
日
暮
里

・
舎
人
線
関
連
用
地
と
し
て
工
場
跡

地
を
購
入
し
ま
し
た
が
、
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
鉛
・
ヒ
素

等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
地

は
、
土
壌
汚
染
の
ほ
か
水
質
汚
染
の

調
査
も
行
わ
れ
、
土
地
関
係
者
や
周

辺
住
民
の
不
安
が
憂
慮
さ
れ
る
た
め
、

適
切
な
対
応
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
区
内
に
は
、
各
種
施
設
の

統
廃
合
等
に
よ
り
用
途
の
廃
止
さ
れ

た
土
地
・
建
物
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
長
期
間
に
わ
た
り
未

利
用
・
低
利
用
と
な
っ
て
い
る
土
地

も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
土
地
等
を
活
用
あ
る
い
は
処
分
す

る
こ
と
は
、
新
た
な
財
源
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
管
理
費
な
ど
歳
出
を

削
減
す
る
上
で
も
有
効
な
手
段
で
あ

り
、
早
急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
、
今
後
も
そ
の

進
捗
状
況
・
内
容
及
び
新
た
に
追
加

さ
れ
た｢

公
共
施
設
の
再
配
置
に
関

す
る
こ
と｣

に
つ
い
て
、
引
き
続
き

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
「
日
暮
里
・
舎

人
線
及
び
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

整
備
」「
バ
ス
路
線
網
再
編
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
整
備
促

進
」「
新
線
開
業
に
あ
わ
せ
た

駅
周
辺
を
主
体
と
す
る
都
市

基
盤
整
備
の
促
進
」
等
の
調

査
研
究
を
進
め
、
平
成
１７
年

5
月
に
「
区
内
鉄
道
路
線
の

高
架
化
に
関
す
る
こ
と
」
を

追
加
し
ま
し
た
。

日
暮
里
・
舎
人
線
に
つ
い
て

　
工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
過
去
に
開
業

予
定
の
延
伸
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
「
日
暮
里
・
舎
人

線
の
平
成
１９
年
度
完
全
開
業

を
求
め
る
意
見
書
」
を
昨
年

11
月
に
東
京
都
知
事
あ
て
提

出
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
駅

前
交
通
広
場
や
駐
輪
場
の
整
備
等
、

状
況
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
つ
い
て

　
更
な
る
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
駅
周
辺
や
バ
ス
路
線
網
の
整
備

等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
進
捗
状
況

を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

区
内
鉄
道
路
線
の
高
架
化
に
つ
い
て

　
竹
ノ
塚
駅
付
近
踏
切
事
故
発
生
後
、

踏
切
が
自
動
化
さ
れ
、
歩
道
橋
設
置
、

通
行
帯
拡
幅
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、

踏
切
道
拡
幅
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
抜
本
的
対
策
は
鉄
道
高

架
化
で
あ
り
、
昨
年
１１
月
に
、

｢

東

武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道

高
架
化
を
求
め
る
意
見
書｣

を
東
京

都
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高

架化
推
進
連
絡
協
議
会
」
に
お
い
て
も
、

各
関
係
機
関
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
区
に
お
い
て
も
、
積
立
基
金
を
設

け
事
業
化
に
備
え
て
お
り
、
早
期
実

現
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
よ
う
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
路
線
網
再
編
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
今
後
も
区
民
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
鉄
道
新
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
交

通
不
便
地
域
の
解
消
に
向
け
、
調
査

研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

　
西
新
井
駅
西
口
地
区
住
宅
市
街
地

総
合
整
備
事
業
及
び
新
田
住
宅
市
街

地
整
備
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
意
向
が
尊
重
さ
れ
る
よ

う
、
進
捗
状
況
を
見
守
っ
て
い
き
ま

す
。

　
千
住
大
橋
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て

は
、
区
と
開
発
者
間
で
「
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
基
本
協
定
」
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
関
係
機
関
と

の
調
整
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
交
通
網
の
整
備
は
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
開
通
に
よ
り
前
進
し
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
多
く
の
交
通
不
便

地
域
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
「
犯
罪
防
止
に

関
す
る
こ
と
」
「
交
通
安
全
対
策
に

関
す
る
こ
と
」
「
災
害
対
策
に
関
す

る
こ
と
」「
オ
ウ
ム
真
理
教（
現
ア
ー

レ
フ
）
対
策
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

犯
罪
防
止
に
つ
い
て

　
刑
法
犯
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
１６
年
と
比
較
す
る
と
１
割
以
上

も
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
の
配
付
や
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
効
果

が
現
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
都
内
で
は
依
然
と
し
て

高
い
水
準
な
の
で
、
引
き
続
き
警
察

と
の
連
携
を
強
め
、
区
民
と
の
協
働

に
よ
る
区
民
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
は
、
疑
似

パ
ト
カ
ー
の
導
入
や
、
庁
有
車
へ
の

防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
、
下
校
時
の

防
災
無
線
の
活
用
や
地
域
の
協
力
に

よ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
声
か
け
と
い

っ
た
提
案
を
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
区
内
の
交
通
死
亡
事
故
や
年
２
回

行
わ
れ
て
い
る
春
・
秋
の
交
通
安
全

運
動
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
高
齢
者
と
自
転
車
の
事
故
が
多

く
、
死
亡
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
国
道

・
都
道
と
い
っ
た
幹
線
道
路
で
発
生

し
て
い
る
状
況
で
す
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
設
置
基
準
に
関
す
る
こ
と
や
、

反
射
材
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

　
千
葉
県
北
西
部
地
震
に
つ
い
て
の

被
害
報
告
や
対
応
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
耐
震
補
強
工
事
助
成

の
早
期
実
現
や
、
家
具
転
倒
防
止
策

の
検
討
及
び
啓
発
に
関
し
て
要
望
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
も
、
区
民
に
不
安
を
与
え
る

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
避
難
場
所
も
わ
か
り
や
す

い
内
容
と
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

オ
ウ
ム
真
理
教
（
現
ア
ー
レ
フ
）

対
策
に
つ
い
て

　
区
内
在
住
の
信
徒
数
や
、
関
連
施

設
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

地
域
住
民
や
公
安
調
査
庁
・
警
察
等

の
関
係
機
関
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
形
成
に
は
、
区
民
の
安
心
感

を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
危
機
管
理
全
般

に
関
す
る
総
合
的
な
討
議
が
不
可
欠

で
す
。
本
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
各
会
派
の
役
員
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　
幹

事

長
　
　
藤

沼

　
壮

次

　
副
幹
事
長
　
　
加

藤

　
和

明

　
　
同
　
　
　
　
馬

場

　
信

男

足
立
区
議
会
公
明
党

　
幹

事

長
　
　
藤

崎

　
貞

雄

　
副
幹
事
長
　
　
前

野

　
和

男

　
　
同
　
　
　
　
金

沢

　美
矢
子

　
　
同
　
　
　
　
き
じ
ま
　て
る
い

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　
団
　
　
長
　
　
鈴
木

け
ん
い
ち

　
幹

事

長
　
　
ぬ
か
が
　
和

子

　
副
幹
事
長
　
　
大

島

　
芳

江

　
　
同
　
　
　
　
伊

藤

　
和

彦

足
立
区
議
会
民
主
党

　
幹

事

長
　
　
野

中

　
栄

治

　
副
幹
事
長
　
　
秋
山

ひ
で
と
し

　
５
月
３１
日
の
臨
時
会
で
は
議
長
・

副
議
長
の
改
選
を
は
じ
め
、
各
委
員

会
委
員
等
の
議
会
構
成
が
変
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
各
会
派
役
員
の
変
更

も
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
広
報
委
員

会
も
新
た
な
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
広
報
委
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
　
　
　

長
）

（
副
　
議
　
長
）

（
議
会
運
営
委
員
長
）

し
の
は
ら

守
宏

芦
川
　
武
雄

鈴
木
　
　
進

前
野
　
和
男

ぬ
か
が
　
和
子

鈴
木
け
ん
い
ち

野
中
　
栄
治

藤
沼
　
壮
次

加
藤
　
和
明

馬
場
　
信
男

藤
崎
　
貞
雄

本会議のようす本会議のようす


